
平成３０年度「高校生のための学びの基礎診断」認定測定ツール一覧

（認定有効期間：２０１８年●●月●●日～２０２２年３月３１日）

国語 数学 英語
◇◇診断 (株)□□社 高校生１年生 ○ ・・・

▽▽アセスメント △△会 基礎学力を確実に定着させたい高校生 ○ ○ ○ ・・・
… … … … … … ・・・

☆☆診断 ▲▲株式会社 高校生（進学希望者向け） ○ ・・・

★★評価 ●●会 高校生１～２年生 ○ ○ ○ ・・・
… … … … … … ・・・

測定ツール名 事業者名 主な対象者タイプ 対象教科

基
本

標
準

・・・

「高校生のための学びの基礎診断」の測定内容の区分について（たたき台）

・ 民間事業者は、測定ツールが提供する問題全体として適当なタイプを選択の上、申請
（学習進度に配慮して出題範囲を設定する測定ツールについては、各回を通じた一連の試験等全体に照らして適切なタイプを選択）

基本タイプ 標準タイプ

義務教育段階の学習内容
の定着度合いを測定するこ
とを重視したタイプ

高等学校段階の共通必履修科目の学習内容の定着度合
いを測定することを重視したタイプ

・ 学校等の選択に資するよう、文部科学省ホームページで、これらのタイプ別に情報提供
（ホームページでの情報提供イメージ）

（参考）
英語における
CEFRの目安

A1 A2 B1

※ 認定要件（たたき台）(抜粋)
対象教科は国語、数学又は英語とし、共通必履修科目を中心に出題すること、義務教育段階の内容を含むことを明らかにしていること。ただし、学習進度に配慮して出題範

囲を設定する場合において、受検時期に応じて共通必履修科目からの出題を少なく設定したり、義務教育段階の内容を含まなくても差し支えない。
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小学校，中学校及び「国語総合」の目標及び内容の系統表（現行学習指導要領）
小 学 校 中 学 校

教科 国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力 国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像 国 語 総 合

目標 及び言語感覚を養い，国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。 力を養い言語感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。

[Ａ 話すこと・聞くこと]

（小）第１学年及び第２学年 （小）第３学年及び第４学年 （小）第５学年及び第６学年 （中）第１学年 （中）第２学年 （中）第３学年 ＜科目の目標＞

目標 (1) 相手に応じ，身近なことな (1) 相手や目的に応じ，調べた (1) 目的や意図に応じ，考えた (1) 目的や場面に応じ，日常生 (1) 目的や場面に応じ，社会生 (1) 目的や場面に応じ，社会生 国語を適切に表現し的確に理

どについて，事柄の順序を考 ことなどについて，筋道を立 ことや伝えたいことなどにつ 活にかかわることなどについ 活にかかわることなどについ 活にかかわることなどについ 解する能力を育成し，伝え合う

えながら話す能力，大事なこ てて話す能力，話の中心に気 いて，的確に話す能力，相手 て構成を工夫して話す能力， て立場や考えの違いを踏まえ て相手や場に応じて話す能力， 力を高めるとともに，思考力や

とを落とさないように聞く能 を付けて聞く能力，進行に沿 の意図をつかみながら聞く能 話し手の意図を考えながら聞 て話す能力，考えを比べなが 表現の工夫を評価して聞く能 想像力を伸ばし，心情を豊かに

力，話題に沿って話し合う能 って話し合う能力を身に付け 力，計画的に話し合う能力を く能力，話題や方向をとらえ ら聞く能力，相手の立場を尊 力，課題の解決に向けて話し し，言語感覚を磨き，言語文化

力を身に付けさせるとともに， させるとともに，工夫をしな 身に付けさせるとともに，適 て話し合う能力を身に付けさ 重して話し合う能力を身に付 合う能力を身に付けさせると に対する関心を深め，国語を尊

進んで話したり聞いたりしよ がら話したり聞いたりしよう 切に話したり聞いたりしよう せるとともに，話したり聞い けさせるとともに，話したり ともに，話したり聞いたりし 重してその向上を図る態度を育

うとする態度を育てる。 とする態度を育てる。 とする態度を育てる。 たりして考えをまとめようと 聞いたりして考えを広げよう て考えを深めようとする態度 てる。

する態度を育てる。 とする態度を育てる。 を育てる。

(1) 話すこと・聞くことの能力を育てるため，次の事項について指導する。 (1) 次の事項について指導する。

話 題 ア 身近なことや経験したこと ア 関心のあることなどから話 ア 考えたことや伝えたいこと ア 日常生活の中から話題を決 ア 社会生活の中から話題を決 ア 社会生活の中から話題を決 ア 話題について様々な角度

設 定 などから話題を決め，必要な 題を決め，必要な事柄につい などから話題を決め，収集し め，話したり話し合ったりす め，話したり話し合ったりす め，自分の経験や知識を整理 話題設定 から検討して自分の考えを

や 取 事柄を思い出すこと。 て調べ，要点をメモすること。 た知識や情報を関係付けるこ るための材料を人との交流を るための材料を多様な方法で して考えをまとめ，語句や文 ・取材・ もち，根拠を明確にするな

材 と。 通して集め整理すること。 集め整理すること。 を効果的に使い，資料などを 構成 ど論理の構成や展開を工夫

話す イ 相手に応じて，話す事柄を イ 相手や目的に応じて，理由 イ 目的や意図に応じて，事柄 イ 全体と部分，事実と意見と イ 異なる立場や考えを想定し 活用して説得力のある話をす して意見を述べること。

こと 順序立て，丁寧な言葉と普通 や事例などを挙げながら筋道 が明確に伝わるように話の構 の関係に注意して話を構成し， て自分の考えをまとめ，話の ること。

の言葉との違いに気を付けて を立て，丁寧な言葉を用いる 成を工夫しながら，場に応じ 相手の反応を踏まえながら話 中心的な部分と付加的な部分 イ 場の状況や相手の様子に応 イ 目的や場に応じて，効果

話すこと。 など適切な言葉遣いで話すこ た適切な言葉遣いで話すこと。 すこと。 などに注意し，論理的な構成 じて話すとともに，敬語を適 話すこと 的に話したり的確に聞き取

ウ 姿勢や口形，声の大きさや と。 ウ 共通語と方言との違いを理 ウ 話す速度や音量，言葉の調 や展開を考えて話すこと。 切に使うこと。 聞くこと ったりすること。

速さなどに注意して，はっき ウ 相手を見たり，言葉の抑揚 解し，また，必要に応じて共 子や間の取り方，相手に分か ウ 目的や状況に応じて，資料

りした発音で話すこと。 や強弱，間の取り方などに注 通語で話すこと。 りやすい語句の選択，相手や や機器などを効果的に活用し

意したりして話すこと。 場に応じた言葉遣いなどにつ て話すこと。 ウ 課題を解決したり考えを

いての知識を生かして話すこ 深めたりするために，相手

と。 の立場や考えを尊重し，表

聞く エ 大事なことを落とさないよ エ 話の中心に気を付けて聞き， エ 話し手の意図をとらえなが エ 必要に応じて質問しながら エ 話の論理的な構成や展開な ウ 聞き取った内容や表現の仕 話 現の仕方や進行の仕方など

こと うにしながら，興味をもって 質問をしたり感想を述べたり ら聞き，自分の意見と比べる 聞き取り，自分の考えとの共 どに注意して聞き，自分の考 方を評価して，自分のものの し合 を工夫して話し合うこと。

聞くこと。 すること。 などして考えをまとめること。 通点や相違点を整理すること。 えと比較すること。 見方や考え方を深めたり，表 うこと

現に生かしたりすること。

話 し オ 互いの話を集中して聞き， オ 互いの考えの共通点や相違 オ 互いの立場や意図をはっき オ 話合いの話題や方向をとら オ 相手の立場や考えを尊重 エ 話合いが効果的に展開する エ 話したり聞いたり話し合

合 う 話題に沿って話し合うこと。 点を考え，司会や提案などの りさせながら，計画的に話し えて的確に話したり，相手の し，目的に沿って話し合い， ように進行の仕方を工夫し， ったりしたことの内容や表

こと 役割を果たしながら，進行に 合うこと。 発言を注意して聞いたりして， 互いの発言を検討して自分の 課題の解決に向けて互いの考 現の仕方について自己評価

沿って話し合うこと。 自分の考えをまとめること。 考えを広げること。 えを生かし合うこと。 や相互評価を行い，自分の

（再掲）ウ 聞き取った内容や 交流・ 話し方や言葉遣いに役立て

表現の仕方を評価して，自分の 評価 るとともに，ものの見方，

ものの見方や考え方を深めた 感じ方，考え方を豊かにす

り，表現に生かしたりすること。 ること。

(2) (1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

言 語 ア 事物の説明や経験の報告を ア 出来事の説明や調査の報告 ア 資料を提示しながら説明や ア 日常生活の中の話題につい ア 調べて分かったことや考え ア 時間や場の条件に合わせて 言語活 ア 状況に応じた話題を選ん

活 動 したり，それらを聞いて感想 をしたり，それらを聞いて意 報告をしたり，それらを聞い て報告や紹介をしたり，それ たことなどに基づいて説明や スピーチをしたり，それを聞 動例 でスピーチしたり，資料に

例 を述べたりすること。 見を述べたりすること。 て助言や提案をしたりするこ らを聞いて質問や助言をした 発表をしたり，それらを聞い いて自分の表現の参考にした 基づいて説明したりするこ

イ 尋ねたり応答したり，グル イ 学級全体で話し合って考え と。 りすること。 て意見を述べたりすること。 りすること。 と。

ープで話し合って考えを一つ をまとめたり，意見を述べ合 イ 調べたことやまとめたこと イ 日常生活の中の話題につい イ 社会生活の中の話題につい イ 社会生活の中の話題につい イ 調査したことなどをまと

にまとめたりすること。 ったりすること。 について，討論などをするこ て対話や討論などを行うこと。 て，司会や提案者などを立て て，相手を説得するために意 めて報告や発表をしたり，

ウ 場面に合わせてあいさつを ウ 図表や絵，写真などから読 と。 て討論を行うこと。 見を述べ合うこと。 内容や表現の仕方を吟味し

したり，必要なことについて み取ったことを基に話したり， ウ 事物や人物を推薦したり， ながらそれらを聞いたりす

身近な人と連絡をし合ったり 聞いたりすること。 それを聞いたりすること。 ること。

すること。 ウ 反論を想定して発言した

エ 知らせたいことなどについ り疑問点を質問したりしな

て身近な人に紹介したり，そ がら，課題に応じた話合い

れを聞いたりすること。 や討論などを行うこと。

norotaj
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[Ｂ 書くこと]

（小）第１学年及び第２学年 （小）第３学年及び第４学年 （小）第５学年及び第６学年 （中）第１学年 （中）第２学年 （中）第３学年

目標 (2) 経験したことや想像したこ (2) 相手や目的に応じ，調べた (2) 目的や意図に応じ，考えた (2) 目的や意図に応じ，日常生 (2) 目的や意図に応じ，社会生 (2) 目的や意図に応じ，社会生
となどについて，順序を整理 ことなどが伝わるように，段 ことなどを文章全体の構成の 活にかかわることなどについ 活にかかわることなどについ 活にかかわることなどについ

し，簡単な構成を考えて文や 落相互の関係などに注意して 効果を考えて文章に書く能力 て，構成を考えて的確に書く て，構成を工夫して分かりや て，論理の展開を工夫して書 国 語 総 合

文章を書く能力を身に付けさ 文章を書く能力を身に付けさ を身に付けさせるとともに， 能力を身に付けさせるととも すく書く能力を身に付けさせ く能力を身に付けさせるとと

せるとともに，進んで書こう せるとともに，工夫をしなが 適切に書こうとする態度を育 に，進んで文章を書いて考え るとともに，文章を書いて考 もに，文章を書いて考えを深

とする態度を育てる。 ら書こうとする態度を育てる。 てる。 をまとめようとする態度を育 えを広げようとする態度を育 めようとする態度を育てる。

てる。 てる。

(1) 書くことの能力を育てるため，次の事項について指導する。 (1) 次の事項について指導する。

課題設 ア 経験したことや想像したこ ア 関心のあることなどから書 ア 考えたことなどから書くこ ア 日常生活の中から課題を決 ア 社会生活の中から課題を決 ア 社会生活の中から課題を決 題材 ア 相手や目的に応じて題

定や となどから書くことを決め， くことを決め，相手や目的に とを決め，目的や意図に応じ め，材料を集めながら自分の め，多様な方法で材料を集め め，取材を繰り返しながら自 選定・ 材を選び，文章の形態や文

取材 書こうとする題材に必要な事 応じて，書く上で必要な事柄 て，書く事柄を収集し，全体 考えをまとめること。 ながら自分の考えをまとめる 分の考えを深めるとともに， 取材・ 体，語句などを工夫して書

柄を集めること。 を調べること。 を見通して事柄を整理するこ こと。 文章の形態を選択して適切な 表現の くこと。

と。 構成を工夫すること。 工夫

構成 イ 自分の考えが明確になるよ イ 文章全体における段落の役 イ 自分の考えを明確に表現す イ 集めた材料を分類するなど イ 自分の立場及び伝えたい事 構成 イ 論理の構成や展開を工夫

うに，事柄の順序に沿って簡 割を理解し，自分の考えが明 るため，文章全体の構成の効 して整理するとともに，段落 実や事柄を明確にして，文章 し，論拠に基づいて自分の

単な構成を考えること。 確になるように，段落相互の 果を考えること。 の役割を考えて文章を構成す の構成を工夫すること。 考えを文章にまとめるこ

関係などに注意して文章を構 ること。 と。

成すること。

記述 ウ 語と語や文と文との続き方 ウ 書こうとすることの中心を ウ 事実と感想，意見などとを ウ 伝えたい事実や事柄につい ウ 事実や事柄，意見や心情が イ 論理の展開を工夫し，資料 記述

に注意しながら，つながりの 明確にし，目的や必要に応じ 区別するとともに，目的や意 て，自分の考えや気持ちを根 相手に効果的に伝わるように， を適切に引用するなどして，

ある文や文章を書くこと。 て理由や事例を挙げて書くこ 図に応じて簡単に書いたり詳 拠を明確にして書くこと。 説明や具体例を加えたり，描 説得力のある文章を書くこと。

と。 しく書いたりすること。 写を工夫したりして書くこと。 ウ 対象を的確に説明したり

エ 文章の敬体と常体との違い エ 引用したり，図表やグラフ 描写したりするなど，適切

に注意しながら書くこと。 などを用いたりして，自分の な表現の仕方を考えて書く

考えが伝わるように書くこと。 こと。

推敲 エ 文章を読み返す習慣を付け オ 文章の間違いを正したり， オ 表現の効果などについて確 エ 書いた文章を読み返し，表 エ 書いた文章を読み返し，語 ウ 書いた文章を読み返し，文 推敲・ エ 優れた表現に接してその

るとともに，間違いなどに気 よりよい表現に書き直したり かめたり工夫したりすること。 記や語句の用法，叙述の仕方 句や文の使い方，段落相互の 章全体を整えること。 交流・ 条件を考えたり，書いた文

付き，正すこと。 すること。 などを確かめて，読みやすく 関係などに注意して，読みや 評価 章について自己評価や相互

分かりやすい文章にすること。 すく分かりやすい文章にする 評価を行ったりして，自分

こと。 の表現に役立てるととも

交流 オ 書いたものを読み合い，よ カ 書いたものを発表し合い， カ 書いたものを発表し合い， オ 書いた文章を互いに読み合 オ 書いた文章を互いに読み合 エ 書いた文章を互いに読み合 に，ものの見方，感じ方，

いところを見付けて感想を伝 書き手の考えの明確さなどに 表現の仕方に着目して助言し い，題材のとらえ方や材料の い，文章の構成や材料の活用 い，論理の展開の仕方や表現 考え方を豊かにすること。

え合うこと。 ついて意見を述べ合うこと。 合うこと。 用い方，根拠の明確さなどに の仕方などについて意見を述 の仕方などについて評価して

ついて意見を述べたり，自分 べたり助言をしたりして，自 自分の表現に役立てるととも

の表現の参考にしたりするこ 分の考えを広げること。 に，ものの見方や考え方を深

と。 めること。

(2) (1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

言 語 ア 想像したことなどを文章に ア 身近なこと，想像したこと ア 経験したこと，想像したこ ア 関心のある芸術的な作品な ア 表現の仕方を工夫して，詩 ア 関心のある事柄について批 言語活 ア 情景や心情の描写を取り

活 動 書くこと。 などを基に，詩をつくったり， となどを基に，詩や短歌，俳 どについて，鑑賞したことを 歌をつくったり物語などを書 評する文章を書くこと。 動例 入れて，詩歌をつくったり

例 イ 経験したことを報告する文 物語を書いたりすること。 句をつくったり，物語や随筆 文章に書くこと。 いたりすること。 イ 目的に応じて様々な文章な 随筆などを書いたりするこ

章や観察したことを記録する イ 疑問に思ったことを調べて， などを書いたりすること。 イ 図表などを用いた説明や記 イ 多様な考えができる事柄に どを集め，工夫して編集する と。

文章などを書くこと。 報告する文章を書いたり，学 イ 自分の課題について調べ， 録の文章を書くこと。 ついて，立場を決めて意見を こと。 イ 出典を明示して文章や図

ウ 身近な事物を簡単に説明す 級新聞などに表したりするこ 意見を記述した文章や活動を ウ 行事等の案内や報告をする 述べる文章を書くこと。 表などを引用し，説明や意

る文章などを書くこと。 と。 報告した文章などを書いたり 文章を書くこと。 ウ 社会生活に必要な手紙を書 見などを書くこと。

エ 紹介したいことをメモにま ウ 収集した資料を効果的に使 編集したりすること。 くこと。 ウ 相手や目的に応じた語句

とめたり，文章に書いたりす い，説明する文章などを書く ウ 事物のよさを多くの人に伝 を用い，手紙や通知などを

ること。 こと。 えるための文章を書くこと。 書くこと。

オ 伝えたいことを簡単な手紙 エ 目的に合わせて依頼状，案

に書くこと。 内状，礼状などの手紙を書く

こと。



( 3 )

[Ｃ 読むこと]
（小）第１学年及び第２学年 （小）第３学年及び第４学年 （小）第５学年及び第６学年 （中）第１学年 （中）第２学年 （中）第３学年

目標 (3) 書かれている事柄の順序 (3) 目的に応じ，内容の中心 (3) 目的に応じ，内容や要旨 目標 (3) 目的や意図に応じ，様々 (3) 目的や意図に応じ，文章の (3) 目的や意図に応じ，文章の
や場面の様子などに気付い をとらえたり段落相互の関 をとらえながら読む能力を な本や文章などを読み，内容 内容や表現の仕方に注意して 展開や表現の仕方などを評価

たり，想像を広げたりしな 係を考えたりしながら読む 身に付けさせるとともに， や要旨を的確にとらえる能力 読む能力，広い範囲から情報 しながら読む能力を身に付け 国 語 総 合

がら読む能力を身に付けさ 能力を身に付けさせるとと 読書を通して考えを広げた を身に付けさせるとともに， を集め効果的に活用する能力 させるとともに，読書を通し

せるとともに，楽しんで読 もに，幅広く読書しようと り深めたりしようとする態 読書を通してものの見方や考 を身に付けさせるとともに， て自己を向上させようとする

書しようとする態度を育て する態度を育てる。 度を育てる。 え方を広げようとする態度を 読書を生活に役立てようとす 態度を育てる。

る。 育てる。 る態度を育てる。

(1) 読むことの能力を育てるため，次の事項について指導する。 (1) 次の事項について指導する。

音読 ア 語のまとまりや言葉の響 ア 内容の中心や場面の様子 ア 自分の思いや考えが伝わ 語句の ア 文脈の中における語句の ア 抽象的な概念を表す語句や ア 文脈の中における語句の効 表現に ア 文章の内容や形態に応じた

きなどに気を付けて音読す がよく分かるように音読す るように音読や朗読をする 意味の 意味を的確にとらえ，理解す 心情を表す語句などに注意し 果的な使い方など，表現上の 即した 表現の特色に注意して読むこ

ること。 ること。 こと。 理解 ること。 て読むこと。 工夫に注意して読むこと。 理解 と。

効果的 イ 目的に応じて，本や文章

な読み を比べて読むなど効果的な

方 読み方を工夫すること。

説明的 イ 時間的な順序や事柄の順 イ 目的に応じて，中心とな ウ 目的に応じて，文章の内 文章の イ 文章の中心的な部分と付 イ 文章全体と部分との関係， イ 文章の論理の展開の仕方， 文章の イ 文章の内容を叙述に即して

な文章 序などを考えながら内容の る語や文をとらえて段落相 容を的確に押さえて要旨を 解釈 加的な部分，事実と意見など 例示や描写の効果，登場人物 場面や登場人物の設定の仕方 解釈 的確に読み取ったり，必要に

の解釈 大体を読むこと。 互の関係や事実と意見との とらえたり，事実と感想， とを読み分け，目的や必要に の言動の意味などを考え，内 をとらえ，内容の理解に役立 応じて要約や詳述をしたりす

関係を考え，文章を読むこ 意見などとの関係を押さえ， 応じて要約したり要旨をとら 容の理解に役立てること。 てること。 ること。

と。 自分の考えを明確にしなが えたりすること。 ウ 文章に描かれた人物，情景，

ら読んだりすること。 ウ 場面の展開や登場人物な 心情などを表現に即して読み

文学的 ウ 場面の様子について，登 ウ 場面の移り変わりに注意 エ 登場人物の相互関係や心 どの描写に注意して読み，内 味わうこと。

な文章 場人物の行動を中心に想像 しながら，登場人物の性格 情，場面についての描写を 容の理解に役立てること。

の解釈 を広げながら読むこと。 や気持ちの変化，情景など とらえ，優れた叙述につい

について，叙述を基に想像 て自分の考えをまとめるこ

して読むこと。 と。

自分の エ 文章の中の大事な言葉や エ 目的や必要に応じて，文 オ 本や文章を読んで考えた 自分の エ 文章の構成や展開，表現 ウ 文章の構成や展開，表現の ウ 文章を読み比べるなどし 考えの エ 文章の構成や展開を確か

考えの 文を書き抜くこと。 章の要点や細かい点に注意 ことを発表し合い，自分の 考えの の特徴について，自分の考え 仕方について，根拠を明確に て，構成や展開，表現の仕方 形成・ め，内容や表現の仕方につい

形成及 オ 文章の内容と自分の経験 しながら読み，文章などを 考えを広げたり深めたりす 形成 をもつこと。 して自分の考えをまとめるこ について評価すること。 読書・ て評価したり，書き手の意図

び交流 とを結び付けて，自分の思 引用したり要約したりする ること。 オ 文章に表れているものの と。 エ 文章を読んで人間，社会， 情報活 をとらえたりすること。

いや考えをまとめ，発表し こと。 見方や考え方をとらえ，自分 エ 文章に表れているものの見 自然などについて考え，自分 用 オ 幅広く本や文章を読み，情

合うこと。 オ 文章を読んで考えたこと のものの見方や考え方を広く 方や考え方について，知識や の意見をもつこと。 報を得て用いたり，ものの見

を発表し合い，一人一人の すること。 体験と関連付けて自分の考え 方，感じ方，考え方を豊かに

感じ方について違いのある をもつこと。 したりすること。

ことに気付くこと。

目的に カ 楽しんだり知識を得たり カ 目的に応じて，いろいろ カ 目的に応じて，複数の本 読書と カ 本や文章などから必要な オ 多様な方法で選んだ本や文 オ 目的に応じて本や文章など

応じた するために，本や文章を選 な本や文章を選んで読むこ や文章などを選んで比べて 情報活 情報を集めるための方法を身 章などから適切な情報を得て， を読み，知識を広げたり，自

読書 んで読むこと。 と。 読むこと。 用 に付け，目的に応じて必要な 自分の考えをまとめること。 分の考えを深めたりすること。

情報を読み取ること。

(2) (1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

言語 ア 本や文章を楽しんだり， ア 物語や詩を読み，感想を ア 伝記を読み，自分の生き 言語 ア 様々な種類の文章を音読 ア 詩歌や物語などを読み，内 ア 物語や小説などを読んで批 言語 ア 文章を読んで脚本にした

活動例 想像を広げたりしながら読 述べ合うこと。 方について考えること。 活動例 したり朗読したりすること。 容や表現の仕方について感想 評すること。 活動例 り，古典を現代の物語に書き

むこと。 イ 記録や報告の文章，図鑑 イ 自分の課題を解決するた イ 文章と図表などとの関連 を交流すること。 イ 論説や報道などに盛り込ま 換えたりすること。

イ 物語の読み聞かせを聞い や事典などを読んで利用す めに，意見を述べた文章や を考えながら，説明や記録の イ 説明や評論などの文章を読 れた情報を比較して読むこと。 イ 文字，音声，画像などのメ

たり，物語を演じたりする ること。 解説の文章などを利用する 文章を読むこと。 み，内容や表現の仕方につい ウ 自分の読書生活を振り返 ディアによって表現された情

こと。 ウ 記録や報告の文章を読ん こと。 ウ 課題に沿って本を読み， て自分の考えを述べること。 り，本の選び方や読み方につ 報を，課題に応じて読み取り，

ウ 事物の仕組みなどについ でまとめたものを読み合う ウ 編集の仕方や記事の書き 必要に応じて引用して紹介す ウ 新聞やインターネット，学 いて考えること。 取捨選択してまとめること。

て説明した本や文章を読む こと。 方に注意して新聞を読むこ ること。 校図書館等の施設などを活用 ウ 現代の社会生活で必要とさ

こと。 エ 紹介したい本を取り上げ と。 して得た情報を比較すること。 れている実用的な文章を読ん

エ 物語や，科学的なことに て説明すること。 エ 本を読んで推薦の文章を で内容を理解し，自分の考え

ついて書いた本や文章を読 オ 必要な情報を得るため 書くこと。 をもって話し合うこと。

んで，感想を書くこと。 に，読んだ内容に関連した エ 様々な文章を読み比べ，内

オ 読んだ本について，好き 他の本や文章などを読むこ 容や表現の仕方について，感

なところを紹介すること。 と。 想を述べたり批評する文章を

書いたりすること。



( 4 )

[伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項]

（小）第１学年及び第２学年 （小）第３学年及び第４学年 （小）第５学年及び第６学年 （中）第１学年 （中）第２学年 （中）第３学年 国語総合

(1)「Ａ話すこと・聞くこと」，「Ｂ書くこと」及び「Ｃ読むこと」の指導を通して，次の事項について指導する。
ア (ｱ) 昔話や神話・伝承などの (ｱ) 易しい文語調の短歌や俳 (ｱ) 親しみやすい古文や漢文，ア (ｱ) 文語のきまりや訓読の仕方 (ｱ) 作品の特徴を生かして朗 (ｱ) 歴史的背景などに注意し ア (ｱ) 言語文化の特質や我が国の
伝統的な 本や文章の読み聞かせを聞 句について，情景を思い浮 近代以降の文語調の文章に 伝統的な を知り，古文や漢文を音読し 読するなどして，古典の世 て古典を読み，その世界に 伝統的な 文化と外国の文化との関係に
言語文化 いたり，発表し合ったりす かべたり，リズムを感じ取 ついて，内容の大体を知り， 言語文化 て，古典特有のリズムを味わ 界を楽しむこと。 親しむこと。 言語文化 ついて気付き，伝統的な言語
に関する ること。 りながら音読や暗唱をした 音読すること。 に関する いながら，古典の世界に触れ (ｲ) 古典に表れたものの見方 (ｲ) 古典の一節を引用するな に関する 文化への興味・関心を広げる
事項 りすること。 (ｲ) 古典について解説した文 事項 ること。 や考え方に触れ，登場人物 どして，古典に関する簡単 事項 こと。

(ｲ) 長い間使われてきたこと 章を読み，昔の人のものの (ｲ) 古典には様々な種類の作品 や作者の思いなどを想像す な文章を書くこと。 (ｲ) 文語のきまり，訓読のきま
わざや慣用句，故事成語な 見方や感じ方を知ること。 があることを知ること。 ること。 りなどを理解すること。
どの意味を知り，使うこと。

イ (ｱ) 言葉には，事物の内容を (ｱ) 言葉には，考えたことや (ｱ) 話し言葉と書き言葉との イ (ｱ) 音声の働きや仕組みについ (ｱ) 話し言葉と書き言葉との (ｱ) 時間の経過による言葉の イ (ｱ) 国語における言葉の成り立
言葉の特 表す働きや，経験したこと 思ったことを表す働きがあ 違いに気付くこと。 言葉の特 て関心をもち，理解を深める 違い，共通語と方言の果た 変化や世代による言葉の違 言葉の特 ち，表現の特色及び言語の役
徴やきま を伝える働きがあることに ることに気付くこと。 (ｲ) 時間の経過による言葉の 徴やきま こと。 す役割，敬語の働きなどに いを理解するとともに，敬 徴やきま 割などを理解すること。
りに関す 気付くこと。 (ｲ) 漢字と仮名を用いた表記 変化や世代による言葉の違 りに関す (ｲ) 語句の辞書的な意味と文脈 ついて理解すること。 語を社会生活の中で適切に りに関す (ｲ) 文や文章の組立て，語句の
る事項 (ｲ) 音節と文字との関係や， などに関心をもつこと。 いに気付くこと。 る事項 上の意味との関係に注意し， (ｲ) 抽象的な概念を表す語句， 使うこと。 る事項 意味，用法及び表記の仕方な

アクセントによる語の意味 (ｳ) 送り仮名に注意して書 (ｳ) 送り仮名や仮名遣いに注 語感を磨くこと。 類義語と対義語，同音異義 (ｲ) 慣用句・四字熟語などに どを理解し，語彙を豊かにす
い

の違いなどに気付くこと。 き，また，活用についての 意して正しく書くこと。 (ｳ) 事象や行為などを表す多様 語や多義的な意味を表す語 関する知識を広げ，和語・ ること。
(ｳ) 言葉には，意味による語 意識をもつこと。 (ｴ) 語句の構成，変化などに な語句について理解を深める 句などについて理解し，語 漢語・外来語などの使い分
句のまとまりがあることに (ｴ) 句読点を適切に打ち，ま ついての理解を深め，また， とともに，話や文章の中の語彙 感を磨き語彙を豊かにする けに注意し，語感を磨き語彙

い い い

気付くこと。 た，段落の始め，会話の部 語句の由来などに関心をも について関心をもつこと。 こと。 を豊かにすること。
(ｴ) 長音，拗音，促音，撥音 分などの必要な箇所は行を つこと。 (ｴ) 単語の類別について理解 (ｳ) 文の中の文の成分の順

よう はつ

などの表記ができ，助詞の 改めて書くこと。 (ｵ) 文章の中での語句と語句 し，指示語や接続詞及びこれ 序や照応，文の構成など
「は」，「へ」及び「を」を (ｵ) 表現したり理解したりす との関係を理解すること。 らと同じような働きをもつ語 について考えること。
文の中で正しく使うこと。 るために必要な語句を増 (ｶ) 語感，言葉の使い方に対 句などに注意すること。 (ｴ) 単語の活用について理解
(ｵ) 句読点の打ち方や，かぎ し，また，語句には性質や する感覚などについて関心 (ｵ) 比喩や反復などの表現の し，助詞や助動詞などの働

ゆ

（「 」）の使い方を理解して 役割の上で類別があること をもつこと。 技法について理解すること。 きに注意すること。
文章の中で使うこと。 を理解すること。 (ｷ) 文や文章にはいろいろな (ｵ) 相手や目的に応じて，話
(ｶ) 文の中における主語と述 (ｶ) 表現したり理解したりす 構成があることについて理 や文章の形態や展開に違い
語との関係に注意すること。 るために必要な文字や語句 解すること。 があることを理解すること。
(ｷ) 敬体で書かれた文章に慣 について，辞書を利用して (ｸ) 日常よく使われる敬語の
れること。 調べる方法を理解し，調べ 使い方に慣れること。

る習慣を付けること。 (ｹ) 比喩や反復などの表現の
ゆ

(ｷ) 修飾と被修飾との関係な 工夫に気付くこと。
ど，文の構成について初歩
的な理解をもつこと。
(ｸ) 指示語や接続語が文と文
との意味のつながりに果た
す役割を理解し，使うこと。

ウ (ｱ) 平仮名及び片仮名を読み，(ｱ) 第３学年においては，日 (ｱ) 第５学年及び第６学年の ウ (ｱ) 小学校学習指導要領第２章 (ｱ) 第１学年までに学習した (ｱ) 第２学年までに学習した ウ (ｱ) 常用漢字の読みに慣れ，主
文字に関 書くこと。また，片仮名で 常使われている簡単な単語 各学年においては，学年別 漢字に関 第１節国語の学年別漢字配当 常用漢字に加え，その他の 常用漢字に加え，その他の 漢字に関 な常用漢字が書けるようにな
する事項 書く語の種類を知り，文や について，ローマ字で表記 漢字配当表の当該学年まで する事項 表（以下「学年別漢字配当 常用漢字のうち 350 字程度 常用漢字の大体を読むこと。する事項 ること。

文章の中で使うこと。 されたものを読み，また， に配当されている漢字を読 表」という。）に示されてい から 450 字程度までの漢字 (ｲ) 学年別漢字配当表に示さ
(ｲ) 第１学年においては，別 ローマ字で書くこと。 むこと。また，当該学年の る漢字に加え，その他の常 を読むこと。 れている漢字について，文
表の学年別漢字配当表（以 (ｲ) 第３学年及び第４学年の 前の学年までに配当されて 用漢字のうち 300 字程度か (ｲ) 学年別漢字配当表に示さ や文章の中で使い慣れるこ
下「学年別漢字配当表」と 各学年においては，学年別 いる漢字を書き，文や文章 ら 400 字程度までの漢字を れている漢字を書き，文や と。
いう。）の第１学年に配当さ 漢字配当表の当該学年まで の中で使うとともに，当該 読むこと。 文章の中で使うこと。
れている漢字を読み，漸次 に配当されている漢字を読 学年に配当されている漢字 (ｲ) 学年別漢字配当表の漢字
書き，文や文章の中で使う むこと。また，当該学年の を漸次書き，文や文章の中 のうち90 0字程度の漢字を
こと。 前の学年までに配当されて で使うこと。 書き，文や文章の中で使う
(ｳ) 第２学年においては，学 いる漢字を書き，文や文章 (ｲ) 仮名及び漢字の由来，特 こと。
年別漢字配当表の第２学年 の中で使うとともに，当該 質などについて理解するこ
までに配当されている漢字 学年に配当されている漢字 と。
を読むこと。また， 第１学 を漸次書き，文や文章の中
年に配当されている漢字を で使うこと。
書き，文や文章中で使うと (ｳ) 漢字のへん，つくりなど
ともに，第２学年に配当さ の構成についての知識をも
れている漢字を漸次書き， つこと。
文や文章の中で使うこと。



a 10n

y ax
y ax2

y ax2

y ax2

1

2

3

norotaj
テキスト ボックス
資料６(別紙２)




熟練した
言語使用者

C2
聞いたり読んだりした、ほぼ全てのものを容易に理解することができる。
いろいろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で再構築できる。
自然に、流暢かつ正確に自己表現ができる。

C1
いろいろな種類の高度な内容のかなり長い文章を理解して、含意を把握できる。
言葉を探しているという印象を与えずに、流暢に、また自然に自己表現ができる。
社会生活を営むため、また学問上や職業上の目的で、言葉を柔軟かつ効果的に用いることができる。
複雑な話題について明確で、しっかりとした構成の、詳細な文章を作ることができる。

自立した
言語使用者

B2
自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的な話題でも具体的な話題でも、複雑な文章の主要な内容
を理解できる。
母語話者とはお互いに緊張しないで普通にやり取りができるくらい流暢かつ自然である。
幅広い話題について、明確で詳細な文章を作ることができる。

B1
仕事、学校、娯楽などで普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方であれば、主要な点を理
解できる。
その言葉が話されている地域にいるときに起こりそうな、たいていの事態に対処することができる。
身近な話題や個人的に関心のある話題について、筋の通った簡単な文章を作ることができる。

基礎段階の言
語使用者

A2
ごく基本的な個人情報や家族情報、買い物、地元の地理、仕事など、直接的関係がある領域に関しては、
文やよく使われる表現が理解できる。
簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄について、単純で直接的な情報交換に応じることができる。

A1
具体的な欲求を満足させるための、よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは理解し、用いることが
できる。自分や他人を紹介することができ、住んでいるところや、誰と知り合いであるか、持ち物などの
個人的情報について、質問をしたり、答えたりすることができる。
もし、相手がゆっくり、はっきりと話して、助けが得られるならば、簡単なやり取りをすることができる。

（出典） ブリティッシュ・カウンシル、ケンブリッジ大学英語検定機構

○ CEFR （Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment） は， 語学シラバス
やカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、分かりやすい、包括的な基盤を提供するも
のとして、２０年以上にわたる研究を経て策定された。欧州域内外で使われている。

○ 欧州域内では、国により，CEFRの「共通参照レベル」が，初等教育，中等教育を通じた目標として適用されたり，欧州域内の言語能力に関する
調査を実施するにあたって用いられたりするなどしている。

外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠（CEFR）について
資料６（別紙３）


